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概要 ＥＡ (600字～800字程度にまとめてください。) 
 
 tRNA は、タンパク質合成においてアミノ酸を供給する。しかしながら、乳酸菌 Lactobacillus plantarum
には tRNAのような形をしているにも関わらず、タンパク質合成で機能していないと思われる RNA が存在す

る。当該 RNA は、タンパク質合成以外の場所で機能していると予測した。本研究では、その可能性を確か

めるため、この RNA の関連因子を同定すると共に、RNA および関連因子の生体内機能を明らかにすること

を目指した。 

 当該 RNA と相互作用を示した複数のタンパク質候補を質量分析により同定できたため、それら候補のリ

コンビナントタンパク質を精製した。候補タンパク質 A に対しては、アミノ酸が結合している、いないに

関わらず、試験管で RNA との結合を確認することはできなかった。その他の候補に関しては、リコンビナ

ントタンパク質を調製し、現在結合性の調査を進めている段階である。また、当該 RNA はグリシル tRNA 合

成酵素（GlyRS)によるグリシル化が検出されていたため、富田耕造博士（東京大）との共同研究により GlyRS

との複合体結晶構造解析に着手した。現在、RNA との複合体かどうかは不明ではあるが、微結晶化の条件

が特定できたため、さらに良い結晶化条件を探索中である。α2β2タイプ GlyRSの構造は未だ明らかにな

っておらず、例え GlyRS 単独の結晶であったとしても新規報告となる。 

 このように、当初計画していたとおりの研究成果というわけではないが、GlyRS の生化学解析と構造解

析研究が順調に進んでいる状態である。 
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本論文は、乳酸菌 L. plantarumに存在する tRNAIle(UAU)は、イソロイシン tRNA合成酵素の基質とならないということを明

らかにした論文である。また、当該 RNA にはほとんど修飾が導入されていないことも示し、通常の tRNA とは異なる機能

の存在を提案している。 

 


